
コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

を

務

め

る

筒

井

健

太

・

日

本

生

産

性

本

部

主

任

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

「

ア

ク

シ

ョ

ン

ラ

ー

ニ

ン

グ

」

を

成

功

さ

せ

る

た

め

に

は

、

「

コ

ン

テ

ン

ツ

」

（

取

り

組

ん

で

い

る

業

務

の

具

体

的

な

内

容

そ

の

も

の

）

と

、

「

プ

ロ

セ

ス

」

（

業

務

を

進

め

る

過

程

に

お

い

て

必

要

と

な

る

原

理

・

原

則

。

戦

略

思

考

や

論

理

思

考

、

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

等

の

知

識

・

ス

キ

ル

）

の

「

ブ

リ

ッ

ジ

ン

グ

」

（

橋

渡

し

）

が

と

て

も

重

要

に

な

る

。

　

受

講

生

は

、

「

プ

ロ

セ

ス

」

を

踏

ま

え

て

、

実

際

の

業

務

を

考

え

る

こ

と

や

、

「

コ

ン

テ

ン

ツ

」

で

の

体

験

・

経

験

を

「

プ

ロ

セ

ス

」

の

枠

組

み

で

考

え

て

整

理

す

る

こ

と

で

、

ア

ク

シ

ョ

ン

ラ

ー

ニ

ン

グ

の

質

が

上

が

っ

て

い

く

。

　

「

メ

ン

タ

ー

」

は

主

に

「

コ

ン

テ

ン

ツ

」

側

か

ら

、

「

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

」

は

主

に

「

プ

ロ

セ

ス

」

側

か

ら

、

受

講

生

を

ブ

リ

ッ

ジ

ン

グ

す

る

と

い

う

大

き

な

役

割

を

持

っ

て

い

る

。

「

次

世

代

リ

ー

ダ

ー

塾

」

で

は

、

「

メ

ン

タ

ー

面

談

」

や

「

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

面

談

」

を

通

じ

て

、

こ

の

ブ

リ

ッ

ジ

ン

グ

の

機

能

が

よ

く

効

い

て

い

る

。

　

受

講

生

は

、

目

の

前

の

自

分

の

業

務

を

進

め

る

こ

と

に

は

長

け

て

い

る

が

、

普

段

は

日

常

の

業

務

に

縛

ら

れ

て

い

る

。

研

修

と

い

う

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

の

場

で

、

そ

う

し

た

制

約

を

取

り

除

き

、

全

社

の

視

点

、

部

門

長

の

視

点

で

考

え

て

み

る

こ

と

で

、

視

野

や

視

座

を

高

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

　

個

人

課

題

も

グ

ル

ー

プ

課

題

も

問

題

解

決

を

進

め

て

い

く

プ

ロ

セ

ス

は

同

じ

だ

。

①

現

状

レ

ビ

ュ

ー

（

あ

る

べ

き

姿

と

現

状

と

の

ギ

ャ

ッ

プ

を

把

握

す

る

）

、

②

現

状

を

生

み

出

し

た

原

因

の

提

示

（

そ

れ

を

生

み

出

し

て

い

く

原

因

を

明

確

に

す

る

こ

と

）

、

③

課

題

の

構

造

（

原

因

が

ど

う

組

み

合

わ

さ

っ

て

、

現

状

を

生

み

出

し

て

い

る

の

か

を

明

確

に

す

る

）

、

④

解

決

案

の

提

示

、

⑤

実

行

計

画

の

五

つ

に

つ

い

て

、

手

順

を

踏

ん

で

考

え

て

ほ

し

い

と

い

う

指

導

を

行

っ

て

い

る

。

　

事

実

に

即

し

た

原

因

を

究

明

し

な

い

ま

ま

、

す

ぐ

に

解

決

策

に

取

り

掛

か

っ

て

し

ま

う

と

い

う

の

が

問

題

解

決

の

典

型

的

な

失

敗

パ

タ

ー

ン

だ

。

そ

れ

で

は

本

当

の

原

因

は

つ

ぶ

せ

な

い

。

原

因

は

何

と

な

く

認

識

さ

れ

て

い

て

も

、

は

っ

き

り

と

は

認

識

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

が

多

い

。

特

に

、

事

実

に

即

し

た

原

因

の

究

明

を

き

ち

ん

と

行

う

こ

と

が

重

要

だ

。

　

「

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

面

談

」

に

お

い

て

は

、

①

高

い

目

線

の

テ

ー

マ

を

選

ん

で

い

る

か

、

②

「

な

ぜ

そ

の

課

題

が

重

要

な

の

か

」

と

い

う

「

課

題

の

Ｗ

Ｈ

Ｙ

」

を

認

識

し

て

い

る

か

、

③

現

状

や

原

因

に

対

し

て

事

実

ベ

ー

ス

で

捉

え

て

い

る

か

の

三

つ

を

軸

に

、

自

身

で

し

っ

か

り

と

考

え

る

こ

と

を

促

す

よ

う

意

識

し

て

い

る

。

絹田一平・ダイセル事業支援本

部人事グループ人財開発・労政

チームチームリーダーの話

　今年度、新たにグループ課題

を導入したのは、受講生同士の

横のつながりを強化したかった

からだ。リアルの研修では、研

修終了後に飲みに行って、コミ

ュニケーションを深めることが

よくあるが、オンラインの研修

だと、一緒に研修を受けたとい

う一体感が薄いといった意見も

あり、グループ課題を討議する

ことを通して、横のつながりの

強化を図っている。

　また、中期戦略を自分の業務

の課題に落とし込んで「自分事

化」するのは、個人課題では少

し荷が重い。そこで、今年度の

グループ課題のテーマは中期戦

略のサステナブル経営方針で掲

げている、３つのキーワード（図

参照）のそれぞれを３グループ

のテーマとすることで、全社視

点で自社の課題を考える機会と

している。　

　メンターは、受講生が所属す

る事業とは別の事業部から選ん

でいる。事業部の課題を自分だ

けで掘り下げると専門的になり

すぎる傾向があり、メンター面

談を通じて、他の事業部から見

た視点を個人課題に反映させて

いく。メンターと受講生は職種

も違う組み合わせにしている。

「コーディネーター面談」は、

受講生にとって、非常に貴重な

機会になっている。

　成果はこれから出てくると思

うが、会社としても今後、サク

セッションプランの導入を検討

しているので、そこに卒業生が

どんどん登録されていくことを

期待している。

サステナブル経営方針で掲げる３つのＰ

ＳｕｓｔａｉｎａｂｌｅＰｒｏｄｕｃｔ

　　　社会と人々の幸せに貢献する

ＳｕｓｔａｉｎａｂｌｅＰｒｏｃｅｓｓ

　　　地球や人にやさしい方法で実現する

ＳｕｓｔａｉｎａｂｌｅＰｅｏｐｌｅ

　　　働く人がやりがいを実感できる

　

ダ

イ

セ

ル

（

本

社

＝

大

阪

市

北

区

）

は

、

人

材

育

成

の

基

本

的

な

考

え

方

と

し

て

、

「

人

の

成

長

こ

そ

が

会

社

の

成

長

で

あ

る

」

「

『

人

』

を

信

頼

し

、

大

切

に

す

る

会

社

風

土

を

ベ

ー

ス

に

、

全

社

員

が

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

役

割

と

責

任

を

認

識

し

て

人

財

育

成

に

取

り

組

む

」

を

掲

げ

、

新

入

社

員

研

修

、

モ

ノ

づ

く

り

研

修

、

キ

ャ

リ

ア

研

修

、

専

門

能

力

開

発

、

技

術

者

人

材

育

成

プ

ロ

グ

ラ

ム

な

ど

、

多

彩

な

人

材

育

成

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

設

け

て

い

る

。

　

昨

年

度

か

ら

は

、

優

秀

な

人

材

が

適

材

適

所

で

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

を

発

揮

し

、

早

期

に

部

門

を

率

い

る

リ

ー

ダ

ー

に

成

長

し

て

い

く

こ

と

を

期

待

し

て

、

若

手

管

理

職

層

を

対

象

と

し

た

「

次

世

代

リ

ー

ダ

ー

塾

」

を

開

催

し

て

い

る

。

　

同

社

が

２

０

２

０

年

６

月

に

公

表

し

た

中

期

戦

略

「

Ａ

ｃ

ｃ

ｅ

ｌ

ｅ

ｒ

ａ

ｔ

ｅ

２

０

２

５

」

で

は

、

め

ざ

す

こ

と

の

一

つ

と

し

て

「

働

く

人

が

や

り

が

い

を

実

感

で

き

る

」

こ

と

を

挙

げ

、

そ

の

中

で

「

変

革

の

リ

ー

ダ

ー

は

大

胆

な

権

限

委

譲

と

抜

擢

で

発

掘

す

る

」

こ

と

に

ふ

れ

て

い

る

。

　

「

２

０

１

９

年

ま

で

は

部

門

長

向

け

に

同

様

の

研

修

を

実

施

し

て

い

た

が

、

『

も

っ

と

早

い

時

期

に

受

講

し

た

か

っ

た

』

と

い

う

卒

業

生

か

ら

の

意

見

が

多

く

見

ら

れ

た

。

当

社

の

管

理

職

は

�

代

後

半

か

ら

�

代

前

半

で

な

る

が

、

将

来

の

経

営

幹

部

候

補

者

を

育

て

て

い

く

に

は

こ

の

層

か

ら

で

は

な

い

か

と

考

え

た

。

中

期

戦

略

を

自

分

の

業

務

の

課

題

に

し

っ

か

り

落

と

し

込

ん

で

『

自

分

事

化

』

し

て

い

く

こ

と

を

期

待

し

て

い

る

」

（

絹

田

一

平

・

ダ

イ

セ

ル

事

業

支

援

本

部

人

事

グ

ル

ー

プ

人

財

開

発

・

労

政

チ

ー

ム

チ

ー

ム

リ

ー

ダ

ー

）

。

　

今

年

度

は

７

月

か

ら

来

年

３

月

ま

で

の

日

程

で

、

全

�

回

を

す

べ

て

オ

ン

ラ

イ

ン

で

実

施

す

る

。

７

月

８

日

に

行

わ

れ

た

１

回

目

の

研

修

で

は

、

全

体

ガ

イ

ダ

ン

ス

（

趣

旨

や

目

的

の

確

認

）

や

自

己

紹

介

、

役

員

講

話

、

「

ア

ク

シ

ョ

ン

ラ

ー

ニ

ン

グ

」

（

自

社

課

題

討

議

）

の

問

題

意

識

の

共

有

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

　

�

人

の

受

講

生

は

、

経

営

戦

略

、

論

理

構

成

力

、

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

、

デ

ザ

イ

ン

思

考

、

財

務

、

新

規

事

業

計

画

、

組

織

論

な

ど

の

分

野

に

お

い

て

、

講

義

や

演

習

、

ケ

ー

ス

ス

タ

デ

ィ

な

ど

を

受

講

す

る

と

と

も

に

、

「

ア

ク

シ

ョ

ン

ラ

ー

ニ

ン

グ

」

に

お

い

て

は

、

問

題

意

識

の

共

有

↓

全

社

的

課

題

の

整

理

↓

各

自

の

課

題

案

の

共

有

↓

取

り

組

み

課

題

発

表

の

各

段

階

を

経

な

が

ら

、

課

題

に

取

り

組

み

、

３

月

の

「

最

終

報

告

会

」

に

つ

な

げ

る

。

「

最

終

報

告

会

」

で

は

取

り

組

み

課

題

を

ど

う

実

践

し

た

の

か

、

ま

で

が

問

わ

れ

る

。

　

今

年

度

は

、

研

修

期

間

を

５

カ

月

か

ら

９

カ

月

に

延

ば

し

た

。

「

ア

ク

シ

ョ

ン

ラ

ー

ニ

ン

グ

」

は

、

昨

年

度

は

個

人

課

題

の

発

表

だ

け

だ

っ

た

が

、

今

年

度

は

個

人

課

題

の

発

表

に

加

え

、

グ

ル

ー

プ

単

位

で

の

課

題

発

表

も

行

い

、

「

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

面

談

」

と

「

メ

ン

タ

ー

面

談

」

の

回

数

を

増

や

し

て

い

る

。

「

ア

ク

シ

ョ

ン

ラ

ー

ニ

ン

グ

」

の

検

討

に

不

可

欠

な

、

経

営

戦

略

や

論

理

構

成

力

の

コ

マ

は

早

め

に

実

施

す

る

よ

う

に

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

を

見

直

し

た

。

　

「

ア

ク

シ

ョ

ン

ラ

ー

ニ

ン

グ

」

の

取

り

組

み

を

支

援

す

る

仕

組

み

と

し

て

、

「

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

面

談

」

（

１

人

あ

た

り

期

間

中

に

３

回

開

催

。

１

回

あ

た

り

１

時

間

か

ら

１

時

間

半

）

と

「

メ

ン

タ

ー

面

談

」

（

１

人

あ

た

り

期

間

中

に

４

回

開

催

。

１

回

あ

た

り

�

分

か

ら

１

時

間

）

を

実

施

し

て

い

る

こ

と

が

「

次

世

代

リ

ー

ダ

ー

塾

」

の

大

き

な

特

徴

だ

。

　

メ

ン

タ

ー

に

は

受

講

生

と

は

異

な

る

部

門

の

部

門

長

ク

ラ

ス

が

就

き

、

そ

の

メ

ン

タ

ー

が

受

講

生

の

個

人

課

題

の

相

談

を

受

け

る

。

受

講

生

は

自

分

が

部

門

長

に

な

っ

た

と

仮

定

し

て

、

個

人

課

題

の

設

定

を

行

い

、

取

り

組

み

内

容

を

発

表

す

る

。

　

�

月

の

「

取

り

組

み

課

題

発

表

」

と

３

月

の

「

最

終

報

告

会

」

に

は

、

人

事

担

当

役

員

、

受

講

生

が

所

属

す

る

部

門

の

役

員

、

メ

ン

タ

ー

が

参

加

し

、

発

表

の

フ

ィ

ー

ド

バ

ッ

ク

も

行

わ

れ

る

。

　

今

後

は

、

「

受

講

生

の

フ

ォ

ロ

ー

な

ど

を

通

じ

て

、

社

内

に

お

け

る

次

世

代

リ

ー

ダ

ー

塾

の

評

判

を

高

め

、

よ

り

い

っ

そ

う

受

講

生

が

切

磋

琢

磨

し

、

優

れ

た

課

題

解

決

案

が

出

て

く

る

こ

と

を

支

援

し

て

い

き

た

い

」

（

絹

田

氏

）

と

し

て

い

る

。

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。


